
　

日
特
建
設
は
、
法
面
工
事
や
基

礎
・
地
盤
改
良
工
事
、
補
修
工
事

を
事
業
の
中
核
と
す
る
。
創
業
は

１
９
４
７
年
。
大
型
建
築
物
や
都

市
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う

な
脚
光
を
浴
び
る
仕
事
で
は
な
く
、

山
中
の
道
路
斜
面
、
ダ
ム
や
建
物

の
基
礎
に
お
け
る
工
事
に
よ
り
、

人
々
が
「
ふ
つ
う
」
に
暮
ら
す
た

め
の
基
盤
を
整
え
続
け
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
山
間
部
や
道
路
脇
な

ど
で
よ
く
見
ら
れ
る
法
面
（
斜

面
）
で
は
、
崩
壊
・
土
砂
崩
れ
・

落
石
・
浸
食
を
防
ぐ
法
面
工
事
に

お
い
て
国
内
シ
ェ
ア
１
～
２
位
を

競
う
。
地
盤
を
強
化
す
る
地
盤
改

良
工
事
は
同
３
位
。
祖
業
の
ダ
ム

基
礎
工
事
で
は
、
国
内
の
堤
高
１

０
０
ｍ
以
上
の
ダ
ム
に
お
け
る
グ

ラ
ウ
チ
ン
グ
（
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク

を
基
礎
岩
盤
の
割
れ
目
に
圧
入
し
、

遮
水
性
の
向
上
と
地
盤
強
化
を
図

る
）
に
て
８
割
以
上
の
施
工
実
績

を
誇
る
。

　

道
路
、
河
川
、
ダ

ム
、
鉄
道
等
に
お
け
る

防
災
・
減
災
工
事
や
災

害
復
旧
な
ど
、
人
々
が

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
送
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
事
業
ゆ
え
、
安
定

し
た
需
要
が
継
続
し
て

い
る
の
が
特
徴
だ
。
特

に
２
０
１
１
年
以
降
は
、

国
内
で
の
地
震
や
気
象

災
害
の
発
生
増
大
・
激
甚
化
に
よ

り
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
に
つ

い
て
社
会
全
体
で
意
識
が
高
ま
っ

て
お
り
、
同
社
に
お
い
て
も
年
平

均
３
％
の
売
上
成
長
を
遂
げ
て
い

る
。

　

同
社
の
案
件
は
官
公
庁
か
ら
の

発
注
が
８
割
、
残
り
２
割
が
電
力

会
社
や
鉄
道
会
社
な
ど
の
民
間
案

件
だ
。
同
社
で
は
長
期
的
な
成
長

を
見
据
え
、
全
体
の
案
件
数
を
伸

ば
し
な
が
ら
、
民
間
の
受
注
比
率

を
３
割
に
引
き
上
げ
て
い
く
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

受
注
拡
大
を
進
め
る
上
で
強
み

に
な
っ
て
い
る
の
が
、
「
地
質
へ

の
深
い
知
見
」
と
「
高
度
な
土
木

技
術
」
で
あ
る
。
山
間
部
の
高
圧

鉄
塔
の
杭
基
礎
工
事
、
鉄
道
の
安

全
運
行
を
支
え
る
法
面
工
事
、
都

市
部
で
の
地
盤
改
良
工
事
な
ど
、

持
ち
込
ま
れ
る
案
件
の
多
く
は
立

地
条
件
の
厳
し
い
難
現
場
に
お
け

る
基
礎
工
事
だ
。
そ
う
い
っ
た
案

件
に
対
し
、
同
社
で
は
地
質
に
詳

し
い
技
術
者
が
現
場
を
調
査
し
、

土
木
技
術
者
が
社
内
に
蓄
積
さ
れ

た
工
法
か
ら
最
適
な
技
術
を
提
案

し
て
い
る
。
「
地
質
へ
の
知
見
と

施
工
技
術
の
一
体
」
に
よ
っ
て

難
工
事
を
遂
行
し
て
き
た
こ
と
で
、

同
社
は
発
注
者
か
ら
の
厚
い
信
頼

を
積
み
重
ね
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

高
度
経
済
成
長
期
に
集
中
整
備

さ
れ
た
国
内
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

は
、
急
速
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。
市
場
ト
レ
ン
ド
は
「
新
設
か

ら
維
持
・
補
修
」
へ
と
大
き
く
シ

フ
ト
し
て
お
り
、
こ
の
変
化
は
同

社
に
と
っ
て
追
い
風
だ
。
法
面
対

策
、
地
盤
改
良
、
補
修
工
事
は
維

持
管
理
の
中
核
を
担
う
工
種
で
あ

り
、
老
朽
化
が
進
む
ほ
ど
需
要
が

高
ま
る
構
造
に
あ
る
。
加
え
て

同
社
は
、
こ
れ
ま
で
積

極
的
に
携
わ
っ
て
き
た

災
害
復
旧
工
事
の
経
験

を
活
か
し
、
「
災
害
が

起
き
て
か
ら
動
く
の
で

は
な
く
、
起
き
る
前
に

事
前
に
防
ぐ
」
と
い
う

考
え
の
も
と
、
老
朽
化

イ
ン
フ
ラ
へ
の
事
前
対

策
や
防
災
工
事
の
普
及

な
ど
、
「
予
防
イ
ン
フ

ラ
」
の
浸
透
に
も
力
を

注
い
で
い
る
。
国
土
強

靭
化
へ
の
機
運
が
高
ま

る
今
、
同
社
の
事
業
領

域
は
そ
の
社
会
的
な
必
要
性
と
と

も
に
、
着
実
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
持
続
的
に
支

え
続
け
る
に
は
、
そ
れ
を
担
う
人

材
の
確
保
が
不
可
欠
だ
。
し
か
し

建
設
土
木
業
界
で
は
、
高
齢
化
や

人
口
減
少
に
よ
る
担
い
手
不
足
、

熟
練
技
術
者
の
減
少
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
日
特
建
設
は
施
工
機
械

の
自
動
化
・
遠
隔
化
で
こ
の
課
題

に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
る
。

　

法
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
付
を

自
動
化
し
た
施
工
ロ
ボ
ッ
ト
「
ス

ロ
ー
プ
セ
イ
バ
ー
」
、
ダ
ム
基

礎
工
事
の
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム

「
Ｉ
・
Ｓ
・
Ｄ
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
」
、

３
次
元
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
施

工
の
可
視
化
「
Ｓ
ｌ
ｏ
ｐ
ｅ 

３

Ｄ
」
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
山
奥
な

ど
の
人
里
離
れ
た
場
所
で
の
作
業

従
事
が
難
し
い
人
材
に
も
活
躍
の

場
が
広
が
り
、
多
様
な
働
き
方
が

実
現
し
た
。
現
場
に
行
か
ず
と
も

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
で
き
る

環
境
は
、
技
術
の
継
承
、
安
全
の

確
保
、
施
工
効
率
の
向
上
に
も
着

実
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
人
を
大

切
に
す
る
こ
う
し
た
姿
勢
と
環
境

整
備
こ
そ
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
守
り
続
け
る
た

め
の
事
業
持
続
力
の
源
泉
と
な
る
。

「
私
た
ち
は
、
見
え
な
い
と
こ

ろ
に
こ
そ
、
誠
実
に
技
術
を
提
供

し
て
、
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

企
業
で
あ
り
続
け
る
」
。
そ
れ
が
、

日
特
建
設
が
大
切
に
し
て
い
る
社

是
で
あ
る
。
同
社
で
は
見
え
な
い

と
こ
ろ
に
こ
そ
、
プ
ラ
イ
ド
を
持

っ
て
地
道
な
工
事
を
積
み
重
ね
て

き
た
。
そ
の
技
術
と
信
頼
は
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
守
る

確
か
な
力
と
な
る
。
「
未
来
の
ふ

つ
う
を
、
創
る
。
」
そ
の
言
葉
通

り
、
同
社
は
日
本
の
日
常
を
支
え

続
け
て
い
く
。
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人
々
の
「
ふ
つ
う
」
の
く
ら
し
を
守
る

斜
面
や
地
下
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
技
術
力
を
発
揮

IRIR

ダ
ム
基
礎
工
事
を
祖
業
と
す
る
日
特
建
設
は
、
そ
の
技

術
を
も
と
に
法
面
工
事
や
地
盤
改
良
工
事
と
い
っ
た
特

殊
土
木
分
野
、
さ
ら
に
は
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
維
持

補
修
・
都
市
再
生
・
環
境
防
災
分
野
に
展
開
し
て
き
た
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
「
未
来
の
ふ
つ
う
を
、
創

る
。
」
と
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、
同
社
で
は
道
路
や
鉄

道
な
ど
の
斜
面
、
ダ
ム
や
構
造
物
の
基
礎
、
ト
ン
ネ
ル

や
地
下
鉄
な
ど
の
地
下
構
造
物
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
地

道
な
整
備
を
通
し
て
、
人
々
が
「
ふ
つ
う
」
の
く
ら
し

を
享
受
で
き
る
よ
う
、
支
え
続
け
て
い
る
。

法
面
や
地
盤
改
良
工
事
で
国
内
上
位

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
仕
事

顧
客
か
ら
信
頼
さ
れ
る
理
由

地
質
知
見
と
土
木
技
術
の
融
合

「
新
設
」
か
ら
「
維
持
・
補
修
」
へ

市
場
の
変
化
が
追
い
風
に

施
工
機
械
の
自
動
化
・
遠
隔
化
が

事
業
持
続
力
の
源
泉
に

「
ふ
つ
う
」
の
く
ら
し
を
守
る

だ
か
ら
こ
そ
、
な
く
て
は
な
ら
な
い


